
































5. コイ肉す り身に添加したシステインおよびシスチンの挙動 - 8
考 察
第 2章 か まぼ この足 形 成に及ぼす無機還元剤の影響 ･･
実験材料および方法
実 験 結 果
1.無機還元剤の影響




































第4章 コイアク トミオシンの加熱によるSH基の挙動 .･ 28
実験材料および方法
実験結果および考察
1. アク トミオシン濃度 と加熱後の全 SH基量 との関係 ---- 29
2. 加熱によるreaetive SH基の挙動
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(2) タンパク質の SH基 とシスチン,およびタンパク質の SS結合 とシス
テインとのSH-SS交換反応による混合 ジスルフィドの生成 (SH-SS交換







P l十CySH - p-S
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BENESCHら28)(ま分子円 S硝 合を導入したIt･ラテンの溶削 こ,わずかな SH
化合物を添加すると,SS交換反応により分子間SS結合が促進され,熱に安
定なゲルがすみやかに形成されたと報告している｡タンパク質の熟変性にお





タンパク頃の SrI基と反応 し混合 ジスルフィドを形成したとき生成されるSIi
化合物が,タン′叩 胃の SS結合 と反応するという報告33)があるOしたがっ













































































































































フ上にプロットした (Fig.10 )｡ その結果 ,ピロりん酸ナ トリウムや トリ
りん酸ナ トリウムはかまぼこの破断強度の増大よりも破断伸長の増大により












































































実 験 材 料 お よ び 方 法
アク トミオシンの調製 Fig.11に示したように,コイ(Cyprinus
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そこで,これ らの結果か ら,加熱 アク トミオシンの 8M尿素ホモジネー ト
および可溶区分中のタンパク質 1055当りの全 SH基量, および可溶化率を
求めた｡ただし,全SH基量は検液のタンパク質濃度と検液中の全 S壬Ⅰ基量
との直線関係か ら,また可溶化率はホモジネー トのタンパク質濃度 と可溶区
分のタンパク質濃寛との直線関係から,それぞれ最小自乗法によ り求めた傾
きをもとにして計算した (Fig.20)｡どの温度で加熱 した試料についても,
ホモジネー トと可溶区分 とのタンパク質それぞれ 105g当りの全 SH 基量に
はほとんど差はなかった｡5-40℃までの温度では両者の全 SH基量 はと
もに変化なく,60および 80℃と温度が高くなるほど,両者の全 SH 基量
は同じように減少 した｡
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　　　　　　Fig．22．　Content　of　the　total　sulfhydryl　groups
　　　　　　　　and　the　reactive　sulfhydry！groups　of　carp
　　　　　　　　actomyosin　heated　at　various　temperatures
　　　　　　　　fbr　120　min．　The　heated　actomyosin
　　　　　　　　samples　were　identical　with　those　described
　　　　　　　　血Fig．21．
分後から減少しはじめ，120分後には3．57mo1／1059proteinになっ
すなわち未変性アクトミオシンのreactive　SE基量の約1．8倍になっ
ち，約1，3倍にまで減少した。
上のように，アクトミオシンを40℃以上で加熱すると，尿素の存在し
条件下で測定されるreactive　SH基量が大きく増加したことから，加
よりタンパク質分子のコンポメーション変化が起り，分子内部に隠れて
SH基が露出してくるものと考えられる。
熱後の全SH基量とfeactive　SH基量との関係各温度で120分間加
たアクトミオシンの全SH基量とreactive　Sヨ基量とをFig．22に示
。加熱により酸化されたS且基量は，未変性アクトミオシンの全SH基
加熱アクトミオシンの全SH基量との差から算出した。
℃に置いた試料では，アクトミオシンの全SH基量の約40傷が露出し，
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残りの約60％が内部に隠れていた。20℃に温置した場合にもSH基の酸化
はなく，SH基の新たな露出もごくわずかであった。40℃で加熱したとき，
未変性アクトミオシンの全S且基量の約4％が酸化されたにすぎなかった。
露出しているSH基量は未変性アクトミオシンの全SI｛基量の約60％になり，
露出されない分子内部のSH基量は約36％に減少した。60℃で加熱したと
き，SH基の酸化量は40℃で加熱したときよりさらに多くなり，未変性ア
クトミオシンの全SH基量の約15％に相当した。また，露出しているSH基
量は未変性アクトミオシンの全SE基量の一約80％で，　分子内部に隠れてい
るSH基量は約5％であった。60℃で加熱した場合には多量のSH基が露出
状態にあることがわかる。80℃で加熱したときは，60℃で加熱したときよ
りもさらにSH基の酸化量が多くなり，未変性アクトミオシンの全SH基量
の約30％が酸化された。露出しているSH基量は未変性アクトミオシンの全
SH基量の約50％であった。また，内部に隠れているSH基量は約20％と
なり，60℃加熱の場合よりも多くなった。
　以上の結果より次のことが推論される。
　（1）　20℃までの温度では120分間温置しても，SH基の露出を伴うタ
ンパク質のコンポメーションの変イζおよびSH基の酸化は起らない。
　（2）　40℃加熱では，S且基の酸化はごくわずかであるが，　SH基の露出
を伴うタンパク質のコンポメーション変化はかなり大きい。
　（3）　60℃加熱におけるSH基の露出を伴うタンパク質のコンポメーショ
ン変化とS且基の酸化は40℃の場合よりもさらに大きい。SH基が露出し
た状態のタンパク質のコンホメーションは比較的安定である。
　〔4）　80℃加熱では，その初期に多量のSH基の露出が起るが，　SH基の
酸化が進行し・SH基が再び分子内部に隠れるようなコンホメーション変化
が起る。
　第3章において，アクトミオシンは40℃以上で強いゲルを形成し，その
ゲル形成能は60℃で最大であることを明らかにした。アクトミオシンのゲ
ル形成能とSH基の露出量との加熱温度に対する挙動はよく対応している。
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このことから，加熱により露出されるSR基がゲル形成に関与することが推
察される。すなわち，タンパク質分子が多くのreactive　SH基を持つこと
は，S且基の酸化あるいはSH－SS來換反応によるタンパク質分子間SS結
合の形成，あるいはSS結合以外のタンパク質分子間の結合の増大をもたら
すものと推察される。
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